
沖縄都市モノレールに係る都市整備関連施策について

沖縄総合事務局開発建設部
建設産業・地方整備課

平成２５年３月
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沖縄都市モノレールの概要（現行区間）
（1）区間：那覇空港～那覇市首里汀良町

（2）延長：建設キロ／13.1km  (営業キロ／12.9km)

（3）駅数：15駅（平均駅間距離0.92km）
那覇空港駅～赤嶺駅～小禄駅～奥武山公園駅～壺川駅～旭橋駅～県庁前駅～美栄橋駅
～牧志駅～安里駅～おもろまち駅～古島駅～市立病院前駅～儀保駅～首里駅

（4）運行時間：（ア）所要時間／那覇空港駅～首里駅間を約27分で運行
（イ）運行時間／ピーク時5～6分、ピーク時以外6分～15分

（5）営業時間：午前5時48分～午後11時55分

（6）利用者数（日当たり） ： 36,689人/日 (H23年度)
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（7）型式：跨座型

（8）運営主体：沖縄都市モノレール株式会社（第3セクター）

（9）建設費：全体事業費1,100億円
インフラ部724億円（支柱、軌道桁、駅舎、自由通路、分岐器等）
インフラ外部376億円（車輌、変電所、電車線路、信号通信、駅施設設備等）

（10）事業者： 国、沖縄県、那覇市と沖縄都市モノレール株式会社（沖縄県、那覇市及び民間企業の共同出資による
第三セクター）が一体となって建設
国、県、市はインフラ部（モノレールの走行する軌道構造物等）を建設
沖縄都市モノレール株式会社は、車輌、変電所、電車線路、信号通信、駅施設設備などを施工し、モノ
レール事業を経営
なお、インフラ部は国庫補助により施工



沖縄都市モノレールの経緯（現行区間）

昭和47年度 沖縄振興開発計画において軌道系システム（新しい交通システム）の必要が提起される。
那覇市において,都市モノレールの導入ついて検討。

昭和57年度 沖縄都市モノレール株式会社（第三セクター）設立

平成 7年度 沖縄都市モノレール事業に関する軌道法特許を運輸審議会で決定
軌道法第3条に基づく運輸事業特許を取得

平成 8年度 モノレールに関する特殊街路都市計画決定の変更
都市高速鉄道の都市計画決定
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都市高速鉄道の都市計画決定
運輸大臣及び建設大臣から第一次分割工事施工認可の取得
都市計画道路事業認可
沖縄都市モノレール建設事業起工式

平成13年度 試運転開始。那覇空港駅～小禄駅（約２．７ｋｍ）

平成14年度 全線試運転開始

平成15年度 沖縄都市モノレール開業



路線図
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１．道路、モノレール関連構造物の整備
・国道３２９号（那覇東ＢＰ）、市道３・６・那１号旭橋崇元寺線 、市道３・３・４号崇元寺姫百合線

２．周辺市街地の整備事例

おもろまち駅周辺

・那覇新都市地区区画整理事業

・真嘉比古島第二土地区画整理事業

牧志駅周辺（さいおんスクエア）

・牧志・安里地区第一種市街地再開発事業（先導型再開発緊急促進事業を含む）

・モノレール牧志駅周辺地区都市再生整備計画

３．パーク＆ライド
・小禄駅、安里駅、古島駅

沖縄都市モノレールに係る都市整備関連施策

・小禄駅、安里駅、古島駅

４．コミュニティバス
・牧志新都心線

５．トランジットモール

・国際通り（県庁前駅付近～牧志駅）

参考資料

○利用実績、利用特性

○公共交通による輸送人員と自動車保有台数の推移

○沿線人口（モノレール沿線地域の人口増加率の変化）

○地価・賃料

○不動産広告 5



国道329号（那覇東BP）

道路、モノレール関連構造物の整備

整備前整備前

整備後

整備後
整備後

拡幅なし 6



3・6・那1号 旭橋崇元寺線

道路、モノレール関連構造物の整備

拡幅なし

11m
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整備前 整備後

御成橋付近 県庁前駅



3・6・那1号 旭橋崇元寺線

道路、モノレール関連構造物の整備

整備前 整備後
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美栄橋付近（平成11年7月） 美栄橋駅

美栄橋より久茂地方面

美栄橋より久茂地方面



3・3・4号 崇元寺姫百合線

道路、モノレール関連構造物の整備

拡幅なし

25m
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整備前 整備後

国際通りから姫百合橋方向 姫百合橋から牧志駅



3・3・4号 崇元寺姫百合線

道路、モノレール関連構造物の整備

整備前 整備後
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崇元寺橋から国際通り方向 崇元寺橋から牧志駅



周辺市街地の整備

モノレール旭橋駅

モノレール沿線の大規模な市街地開発計画

・モノレール沿線において５つの土地区画整理事業と２つの市街地再開発事業が実施された。
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牧志・安里地区第一種
市街地再開発事業

モノレール旭橋駅
周辺地区第一種
市街地再開発事業



周辺市街地の整備

モノレール駅近隣の都市開発
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奥武山公園駅周辺 壺川駅周辺 旭橋駅周辺

牧志駅周辺



周辺市街地の整備

１．沿線の開発状況（おもろまち駅周辺）

2003年8月

おもろまち駅

那覇新都心土地区画整理事業（H4～H20）
・当地区は軍用地(牧港住宅地区）であったが、昭和62年の全面返還後、産業振興を図る新しい拠点とし
て、行政、商業、総合公園と一体になった文化機能及び住環境の優れた住宅地等複合的機能を持つ都
市として整備する為に区画整理事業が行われた。

・おもろまち駅に隣接しており、交通広場も整備され、モノレールの利便性も高まった。
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2003年8月

現在

H4年10月 H18年3月（モノレール開業後約２年半）

H15年8月
（モノレール開業直後）

出典：那覇新都心パンフレット（都市再生機構）

交通広場



周辺市街地の整備

１．沿線の開発状況（おもろまち駅周辺）

おもろまち駅

真嘉比古島第二土地区画整理事業（S63～H24)
・当地区は密集市街地であったことから住環境改善のため区画整理事業が行われた。
・おもろまち駅に隣接しており、交通広場も整備され、モノレールの利便性も高まった。
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おもろまち駅

現在

S57年 H21年

Google mapより引用

交通広場



牧志・安里地区第一種市街地再開発事業（H18～H23)
・当地区は国際通りに面した中心市街地であるが、老朽家屋の密集、駐機場の低利用地の存在等の問題

があり、それらの問題を解決する為に市街地再開発事業により商業施設、ホテル、マンションが整備され
た。また駅から商業施設へペデストリアンデッキ（屋根付き）も整備されモノレールの利便性も高まった。

・都市再生整備計画事業（図書館、プラネタリウム）や先導型再開発緊急促進事業（ホテルのバリアフリー
による整備も行なわれた。

周辺市街地の整備

２．沿線の開発状況（牧志駅周辺）
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安里川（河川改修後）駅前広場とペデストリアンデッキ 商業施設とホテル マンション

親水広場 図書館（都市再生整備計画事業）地域交流センター（都市再生整備計画事業）



モノレール牧志駅周辺地区都市再生整備計画（那覇市）

周辺市街地の整備
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モノレール旭橋駅周辺地区第一種市街地再開発事業（H19年度～H28年度)
当地区は旭橋駅とバスターミナルが隣接していることから、交通結節点としての機能強化や、駅前に
ふさわしい多様な都市機能が望まれており、市街地再開発事業により業務施設、商業施設、ホテル、
マンションが整備されている。また駅から商業施設へペデストリアンデッキ（屋根付き）も整備されモノ
レールの利便性も高まった。
今後はバスターミナルを整備し、交通結節点機能の強化を行う。

周辺市街地の整備

２．沿線の開発状況（旭橋駅周辺）
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整備が完了したホテル、商業施設等(B1,C,D1,E1地区)

琉球石灰岩で整備された区画道路(B1地区)駅と商業施設等を結ぶペデストリアンデッキ(B1地区)今後整備が予定されているバスターミナル(A地区）

開発前(モノレール旭橋周辺地区第一種市街地
再開発事業パンフレットより）

計画図(モノレール旭橋周辺地区第一種市街地
再開発事業パンフレットより）



周辺市街地の整備

モノレールの整備により駅前周辺には多くのホテルが建設されている。

２．沿線の開発状況（各駅周辺）
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牧志駅周辺 旭橋駅周辺

安里駅周辺

写真：牧志・安里地区市街地再開発組合発行「さいおんスクエア」より引用

おもろまち駅周辺 旭橋駅周辺



パーク＆ライド

パーク＆ライド駐車場利用状況
3駅でP＆R駐車場を整備、２４８台の容量に対して、ほぼ１００％の利用状況
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コミュニティバス

１０番 牧志新都心線

○牧志新都心線
・牧志新都心線は、おもろまち駅と新都心地区にある多くのバス停を経由しており、モノレール乗客も利用しやすく

なっている。
・平成19年7月、運行開始 ・利用料金（新都心区間内） 大人100円、こども50円

バスマップ沖縄HPより引用
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通常のバスより小型の牧志新都心線



トランジットモール
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参 考 資 料
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利用実績、利用特性
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利用実績、利用特性

24



83.8 85.5 87.4 89.2 
91.8 

94.7 95.1 95.9 97.6 99.0 

60 

70 

80 

90 

100 

5,000

6,000

7,000

8,000

万
人

）

自
動

車
保

有
台

数
（
万

台
）

公共交通による輸送人員と自動車保有台数の推移

公共交通による輸送人員と自動車保有台数の推移

モノレール開業後のH17からH22の自動車保有台数の伸び率は、沖縄県全体で7.8%であるが、
那覇市では4.5%と沖縄県全体の伸び率に比べて低くなっている。

自動車保有台数の伸び率（H17－H22)
沖縄県全体：7.8%=(99-91.8)/91.8
那覇市 ：4.5%=(16.2－15.5)/1.5
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沿線人口

104.00%

106.00%

108.00%

モノレール駅周辺の人口増加率は那覇市全体及び
その他のエリアに比べて高い。

沿線の開発状況
（おもろまち駅周辺）

H15.8月開業

米軍基地返還後

駅周辺再開発による
一時移転の影響

人口増加率
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駅周辺

那覇市全体

その他エリア

開業時（H15）

米軍基地返還後



地価、賃料

那覇（東部）

那覇（南部）

那覇（西部）

那覇（新都心）
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（参考資料：おきぎん経済研究所発行「おきぎん賃料動向ネットワーク調査（2012）」）
H20年以降に開業・リニューアルしたホテル（客室100部屋以上）



不動産広告

車、ゆいレールなど

駅 近
通勤・通学に便利
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車、ゆいレールなど
アクセス環境も充実

「旭橋」駅／徒歩
約５分

那覇空港／ゆい
れーる１１分

出典：うちなーらいふ（2013 2月号）

県内不動産情報誌の
表紙にモノレール写真


